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する首都として拡大するマニラは、National Capital Region（NCR、マニラ首都





































































































は世界 22 位、アジア 17 位、フィリピン 8 位に、「Yakult」は世界 46 位、ア






































ば、1980 年代後半から 90 年代初頭にかけてのバンコクでは、自動車や機械
のブランド名のみならず、現地の小売業者では日本製日用品が扱われ、日
本のアニメなども放送され、膨大な「日本」が入り込む状況となった 8）。ま
















意味・用法などが解説されている 11）。『OED の日本語 378』（2004 年）には、
1989 年に出版された『オックスフォード英語辞典』第 2 版に掲載されてい






















































Judo n. U  a Japanese art of self-defense which is practiced as a sport  
karaoke /kɛri’oʊki/ (say ke-ree-oh-kee)
  n. U singing along to a video of a song. The singer reads the words to the
  song displayed on a video screen.  
karate /kə’ratɛ/ (say kuh-rah-te)
  n. U  a Japanese form of self-defense which uses only hands and feet as
     weapons 
kimono   /kə’moʊnoʊ/ (say kuh-moh-noh)
  n.  a wide-sleeved Japanese piece of clothing which is tied at the waist
koi   n.  any of various coloured CARP, popular because they look ptetty
    ◆ NOUN FORMS pl. koi or kois 
    ◆ NOTE  This word is borrowed into English from Japanese. 
samurai /’sæməraɪ/ (say sam-uh-ruy)
  n.  a Japanese fighter who lived in MEDIEVAL times. 
    ◆ NOUN FORMS pl. samurai 
shabu /ʃa’bu/ (say shah-booh)
  n. U Philippine English the drug of addiction, methamphetamine 
  hydrochloride. 
tsunami /tsu’nami/ (say soo-nah-mee)
  n.  a large, often destructive sea wave by an EARTHQUAKE beneath
    the sea. 
    ◆ NOTE  This word is borrowed into English from Japanese.
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  ［図 1］　借用の段階 
  つづり  言語のまま　⇒　受け入れ語に同化










































































化している 44）。食品関連では、平均年齢 23 歳の若い人口、マニラ首都圏及
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2-4. ショッピングモール（SM）の言語景観調査
2-4-1.  ????








　調査対象とした 3 つの SM の総店舗数は、概算で 2000 店舗近くを数える。
そのため、事前調査（ネット情報などの確認）、訪問調査（写真撮影とイン
タビュー）、追加調査（関連資料検索）という基本的手順に従い、調査段階
ごとに資料の検討を加えつつ、2015 年 9 月までに得られたデータの分析を
行った。
　事前調査では、HP 上に掲載されている 3 つの SM 内店舗リストを確認し、
日本語を使用している店名を中心に選出した 50）。また、フィリピンに進出
している日系企業名も選出し、調査対象に含むこととした。対象企業につい
ては、HP や facebook を確認し、企業情報を確認した。
　訪問調査では、SM 施設概要及び店舗配置の確認、調査対象店舗の「店名」
「店頭広告」「商品名 / メニュー名」の確認を行った。訪問時での写真総数
は、1400 枚程度に及んだ。事前に得た HP 上データと実在店舗状況には時間
差があり、HP 掲載店舗が閉店していたり、店舗リストにはない新規店舗が
営業していたりする事例を確認したため、調査対象店舗リストに適宜追加や
















資料の収集を 2013 年頃より開始し、日本語を使用する SM 内の店名調査の




市）の 3 つの代表的な SM を調査対象とした。これらの SM は、掲載順に営
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［表 1］調査対象のショッピングモール概略
（出所）筆者作成。





















8000 車収容、5000 平米の公共交通機関の乗り場、100 台バスを収容す
る駐車場があり、およそ 1 キロ x 2 キロにわたる敷地を有している。建

























［写真 11］Tempra JAPANESE GRILLの店名表示 ［写真 12］TOKYO TOKYO の店名表示

































































































































































［写真 19］MIZUNO の店名表示 ［写真 20］DAISO JAPAN の店名表示

















レ ガ シ 」（ 写 真 21）、「Sumo Sam  相 撲 サ ン Crafted Japanese Way」（ 写 真 22）、
「Kimno Ken 着物ケン 日本レストラン」（写真 23）、「Ōki Ōki 大きい」（写真 24）
などがある。チェーン展開する「Sumo Sam」は、Mall of Asia では「Sumo 
［写真 21］Sumo Sam 店名表示（Mall of Asia）［写真 22］Sumo Sam 店名表示（Glorietta）
拡大するマニラ商圏におけるショッピングモールの言語景観　　99








































































この 2 つの産業分野での日本語使用の割合は全体の 7 割を超える。店名から
見たショッピングモール内の言語空間の日本語は、主に食文化を経由してい
るものが多いことがわかる。

























食）が 37 店舗、「Teriyaki Boy」（飲食）、「UNIQLO」（衣料）は各 21 店舗、
「imono」（宝飾品）が 20 店舗、「Rai Rai Ken」（飲食）が 18 店舗となってい








記号：MOA ＝ Mall of Asia、GLO ＝ Glorietta、GRE ＝ Greenbelt 
（出所）訪問調査及び各社 HP を参考にして作成。




































































































agedashi  tofu  / agemono / bento  / chashu / chikuwa / ebi  / gohan / gyoza /gyudon / 
gyuniku / kakiage / kani / karaage / katsudon / maki / miso / ramen / shoyu / sukiyaki 
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HOKKAIDO RAMEN SANTOUKA （店頭「山頭火」）（4 店舗、日系）
aburi （炙り）  / awase-aji / chahan / char siu / chawan mushi / ebi / eda-mame / furai 



























































































































































ア地域（21 位）及びフィリピン（14 位）で上位 50 位内にランクされている。
  4）WCL Solutions, Inc. の HP によるれば、フィリピンのセブンイレブンは、台
湾系のプレジデント・チェーン・ストア（ラブアン）ホールディングスが
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51.56% を所有（2014 年 12 月末現在） するフィリピン・セブン社（PSC）に




















  9）倉沢（2001）は、ジャカルタ市郊外に 1998 年から居住をはじめ、現地での生
活を通して見えた事象を観察・分析した生活日記をまとめた。次世代を担う













言語の 16 辞書（英語 6 辞書、スペイン語 4 辞書、フランス語 2 辞書、ドイツ
拡大するマニラ商圏におけるショッピングモールの言語景観　　113
語 2 辞書、イタリア語 1 辞書、ロシア語 1 辞書）と 50 語彙の各辞書での収録
状況が一覧表にまとめられており、辞書別・言語別の差異を読み取ることが
できる。






















































27）同上、10 ～ 11 ページ。
































































41）スタインバーグ（2000）、64 ～ 72 ページ。
42）日本貿易振興機構（ジェトロ）マニラ事務所 （2013）、8 ページ。
43）外務省公表の『平成 27 年度海外在留邦人数調査統計』（平成 27 年度要約版）
によると、フィリピン在留邦人は合計で 18,870人（在マニラ大使館 14,413人、


















48）木島（2013）、77 ～ 89 ページ。
49）Papemelroti の企業案内 HP 内の “What’s a Papermelroti?” ページを参照。






























STEAK」という漢字を店名に併記していた。2015 年 9 月、現地英字新聞の
Inquirer は「SIZZLIN’ STEAK」はフィリピン企業としてベトナム市場への参
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在すると捉えることができる。
62） ブ ロ グ（http://rightontheverge.blogspot.jp/2011/12/yabu-house-of-katsu.htmlJust）
を参考に店名を確認した。
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Linguistic Landscape of Shopping Malls













perspectives of  lexicography,  sociolinguistics and  linguistic  landscape research, 
and documents a variety of Japanese  lexical  terms in shop signs and menu items 
written  in hiragana, katakana, kanji  and  the English alphabet, which visually 
serve as primary communication  tools  in attracting  the attention of consumers at 
major  shopping malls.  It  further attempts  to  identify  an underlying mechanism 
of  language borrowing in  the commercially-competitive market  in  the Philippine 
context. A  tentative model of  language contact mechanism at shopping malls  is 
comprehensively  indicated as a new way of  lexical borrowing from Japanese  to 
Philippine languages at the end of the paper. 
